
概要

2021年4月に開校し、人と、地域と、家族と、社会と「つながる」アフタースクー

ルです。取り組んでいる3つの力①自分の言葉で自分の想いを一人に伝える力

②新しいことに臆することなく、チャレンジする力③集団の中で自分や他社の存

在を認める力。これらが未来に生きる力となり、子どもたち自身が「つながり」を

大切にし、自立していくことを目指しています。

詳しくはこちら

審査委員評価

スポーツクラブを地域のためのインフラとして活用し、インストラクターを含む

プロが学童保育を実施。今では同様の活動も増えつつあるが、同社によるもの

が業界初の取り組みで、また各地域の大学と連携して充実した教育プログラム

を設計していることも評価された。大きな社会課題でもある子育て支援のため

にも更なる充実を期待したい。

《 つなぐ、つながるアフタースクールの新しい形 》

場所の
不足

人手の
不足

アウトプットの
不足

総合スポーツクラブの空き場所を
カラダを動かせる空間として活用させる。

スポーツキッズスクールの経験値がある
当社のインストラクターを起用させる。

スクールバスを活かし、学校間の
送迎ネットワークに取組む。

預けている間に習い事をできる
カリキュラム。

地域の関わりを生み出す
共同空間として、スポーツクラブを
コミュニティスペースとして活用。

運動スクールそのものが人との関わりを
通じたアウトプット型の学びへつながり、
「非認知能力」を高める。

時間の
不足

交流機会の
不足

 スポーツクラブが考える、新しい「子供会」のかたち

2020年度は
「こどもみらいプロジェクト」が受賞しました!

2019年度は
「メガロスルフレ」が受賞しました。

概要

　共働きの世帯を取り巻く教育環境をサポート、女性の社会進出が増えている

現代において、忙しい生活の中で子供の為に教育環境を提供する「時間」を捻出

するため、新しい子供会の形。

審査委員評価

　男性の考え方が中心になってつくられてきた社会では、どうしても女性が生き

にくい状況が生まれてしまう。そのことに男性たちは気づきにくい。女性たちが

集まり、男性が気づかない不満や悩みを地域で話し合うことができるようになる

のは重要なことである。また、女性が自分自身を知る取り組みになっている点も

評価できる。          

概要

　働く女性の活躍が期待されている中、管理職となるピーク年齢の35～50

歳頃は同じく女性のワークライフバランス・女性ホルモンバランスやメンタル

ケアに急速な変化が生まれている。生理周期、更年期等のホルモン変化カウン

セリングを中心に必要な栄養と運動を提案。自律神経のバランスを整え、身体

づくりをサポート。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

働く女性のための
「保健室」

審査委員評価

　スポーツクラブによる子供の居場所づくりの取り組み。学童保育中の運動指

導や送迎付き授業受託による、保護者の負担を減らしながら子供の運動機会を

拡大している点が評価された。また14000人以上がイベントに参加するなど、

コミュニティ創出にも寄与している。教員への指導研修などを通したプロコーチ

による教育貢献にも取り組んでおり、活動の継続と拡大を期待して受賞対象とさ

せて頂いた。

「メガロスキッズアフタースクール」が
グッドデザイン賞を受賞しました。����年度

https://www.megalos.co.jp/contents/afterschool/
https://www.megalos.co.jp/contents/megalos_cp/kodomomirai/
https://www.megalos.co.jp/contents/reflet/



